
熊本県教育庁教育指導局体育保健課 

平成30年度防災教育研修会 

「学校防災教育指導の手引」 
         の活用について 

地域へ、全国へ、そして未来につなげる 
            熊本県の防災教育 
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平成28年熊本地震からの学び 

過去に発生した
自然災害の理解 

危険予測・回避
能力の向上 

児童生徒の避難
所での活躍 

熊本の心の継承 

地域と顔の見え
る関係づくり 

各地からの温
かい支援 

熊本地震からの学びを地域へ、全国へ、
そして未来へつなげる 
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学校防災教育指導の手引について 

「指導の手引」を強調 
地域や児童生徒の実態
に応じた活用を 

熊本地震の経験を
「つなげる」 

県旗の色をイメージ 
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主体的に行動できる児童生徒の育成 

熊本地震からの学び 

安全で安心な生活や社会の実現 自らの命を守り抜く 

適切な意思決定・行動選択 

地域とのつながり 

身を守るため
の知識や技能 

自然災害の歴史や 
メカニズムの理解 

相互理解・自然愛護 

熊本の心 
「助けあい、励ましあい、

志高く」 

日頃の備え 

つなげる 

児童生徒に身に付けさせたい力 
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学校防災教育指導の手引の構成 

１ 熊本地震を語り継ぐ【熊本地震の概要】                  
 
２ 自然災害を学ぶ【メカニズムや災害の歴史】 
                                            
３ いつでもどこでも将来も自分の命を守り抜く（自助） 
               【発達段階ごとの指導展開例】 
    

４ 助け合い 励まし合い 志高く（共助）     
               【発達段階ごとの指導展開例】 
 
５ 実践的避難訓練計画例  
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学校防災教育指導の手引活用に当って 

１ 学校安全計画及び学校防災年間計画に位置付け 
  た計画的な活用を 
      →カリキュラム・マネジメントの視点 

２ 「心のケア」と防災教育はセットで取り組む 
   ・児童生徒の心身の状態に十分な配慮を 
   ・自然災害やその対処を知ることは、安心に 
    つながるという視点で 

３ 災害発生時の心理についての理解も 
   ・正常性バイアス ・多数派同調バイアス 

４ 自然の二面性についての理解も 
   ・自然の大きな恵み ・自然災害 
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平成28年熊本地震の概要 
地震発生日時 平成28年4月14日21時26分 平成28年4月16日1時25分 

規模 マグニチュード6.5 マグニチュード7.3 

最大震度 ７（熊本県益城町） ７（熊本県益城町・西原村） 

推計震度分布  
 
 
 
 
 
 
 

震度6強 

震度７ 

震度6弱 

震度5強 

震度5弱 

震度４ 

震度６弱以上 
発災から15日
間の余震回数 

H29.10.13現
在の余震回数 

熊本地震 ７回 うち震度７が２回 2,959回 4,285回 
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平成28年熊本地震の特徴 

■同一地域において震度７が 
 短時間に（28時間以内）に 
 ２回発生（観測史上初） 

■頻発する余震 
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学校防災教育指導の手引「熊本地震を語り継ぐ」 

〇授業の導入やまとめ、短学活（SHR）等の短い時 
 間の指導に活用 

〇授業の導入に「熊本地震の概要」を理解させる。 
〇データを提供し「熊本地震の特徴」を考えさせる。 
〇避難所数やライフラインのグラフを活用し、備蓄 
 の必要性について考えさせる。 
〇避難所でのボランティア活動の様子や各地からの 
 支援の様子を伝え、感謝の気持ちの醸成を図る。 
〇学校再開の資料を活用し、避難所退所者の方々の 
 思いを考えさせる。等 

活用例 
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自然災害を学ぶ 

地震・津波災害を学ぶ 

風水害を学ぶ 

火山災害を学ぶ 

過去に熊本県で発生した 
 

主な自然災害を学ぶ 



学校防災教育指導の手引「自然災害を学ぶ」 

地震・津波災害、風水害、火山災害のメカニズム
や歴史、発令情報等で構成 

活用例 

〇防災教育の授業の展開に活用 
〇理科などの教科指導の補助教材として活用 
〇機会を捉えて、短学活やＳＨＲ等の短い時間での 
 指導に活用（風水害が発生しやすい時期、熊本地  
 震等の大規模地震発生時期の前等） 
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学校防災教育指導の手引 発達段階ごとのねらい 

 〇いつでもどこでも将来も自分の命を守り抜く（自助） 

小学校
1-3年 

自分の安全を守るために、身近で起こった災害
を知り、災害時には大人の指示に従ったり、安
全な場所に避難することができる。 

小学校
4-6年 

自分の安全を守るために、日常への備えを行
うとともに、その取組を、家族や身近な人々に
広めることができる。 

中・高 
自分の安全だけでなく、他者の安全を守るた
めの行動を率先して行うことができる。 

学んだ自助に関する行動を、身近な人に、
周囲の人につなげる 12 



学校防災教育指導の手引 発達段階ごとのねらい 

中・高 
地域に関心を持ち、地域の一員として自分が
できることを考え、安全・安心な社会づくりに貢
献しようとする意識を高める。 

小学校
4-6年 

相手の立場や思いを理解し、他者を思いやっ
たり、お互いを認め合っていこうとする意識を高
める。 

小学校
1-3年 

家族や集団の中で、ルールを守ることや自分
のできることを進んでしようとする意識を高め
る。 

 〇助けあい、励ましあい、志高く（共助） 

人と人、人と地域をつなげる 13 



                    

 

災害や安全についての知識を活用する工夫 
                  

状況に応じた判断力を求める工夫 
               
          

形式的な避難訓練 

学校防災教育指導の手引「実践的避難訓練計画例」 

準備されたシナリオにそって 
手順を確認する。 

実践的避難訓練 

※児童生徒だけでなく教職員の災害対応能力向上も視野に 
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平成28年熊本地震発災後の熊本県の防災教育の取組 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

各 

取 

組 

熊本県の防災教育のテーマ「地域へ、全国へ、そして未来につなげる防災教育」 

「学校防災マニュアル作成
の手引」作成 

各学校での防災マニュアル
の改訂 

「防災主任」の位置付け
検討 

県内全公立学校に「防災主任」の位置付け及び防災主任を
中心とした学校防災体制の整備 

防災型コミュニティース
クール導入の検討 

全ての県立学校に「防災型コミュニティースクール」の導入 

各学校での学校運営協議会の開催 

 

「学校防災教育指導の手
引」等の熊本地震関連教
材の作成 

 

手引等の活用開始 

熊本地震の経験を語り継
ぐ仕組みづくり 

毎年４月を「くまもと防災教
育月間」として位置付け 

「防災主任」を対象とした研修の実施（防災教育・防災管理） 

各学校での防災マニュアル
の随時見直し、点検 
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目 的 
 
◆学校防災教育指導の手引を活用した防災教育の推進 
◆防災主任の災害対応能力の向上 
 

事業名 防災教育研修会 防災教室講習会 

開催日 平成３０年５月～６月 平成30年8月2日 

会  場 
県内５地区（【宇城・天草】【芦北・球磨】【阿蘇・菊池】 

        【上益城・八代】【山鹿・玉名】 
森都心プラザ 

 
 
 
 
 
 
 

内  容 

①開会行事            １３：３０～１３：４０ ①開会行事 １０：００～１０：１５ 

②行政説明            １３：４０～１４：１０ ②行政説明 １０：１５～１０：４５ 

③避難所運営ラーニング演習 １４：１０～１５：００ ③研修１「防災ハンドブックについて」（教育センター） 
          １１：００～１２：００ 

④学校安全計画への位置付けについて 
                    １５：１０～１６：２０ 

④研修２「熊本地震発災時の学校の対応について 
      被災学校管理職 １３：００～１４：００ 

⑤閉会行事              １６：２０～１６：３０ ⑤研修３ 講演「今後の学校防災の進め方について」 
                  １４：１５～１５：４５ 

⑥閉会行事 

講師など 体育保健課指導主事 
教育事務所指導主事 

体育保健課指導主事 
教育センター指導主事 
被災学校管理職 
舞子高校 和田 先生 

防災教育の推進 災害対応能力の向上 
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 PDFで掲載 

７ 学校安全教育指導の
手引 

 

１３学校防災（地震・津波）
マニュアル作成の手引 

 

14学校防災教育指導の
手引 
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演習時の班の作り方について 
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主
催
者
席 

スクリーン 

受講者席１列目 受講者席１列目 受講者席１列目 

受講者席２列目 受講者席２列目 受講者席２列目 

受講者席３列目 受講者席３列目 受講者席３列目 

受講者席４列目 受講者席４列目 受講者席４列目 

司会進行役をお願いします。 



【避難所運営ラーニング】 

H29 避難所運営ラーニング研修会より 19 



避難所運営ラーニング展開例のポイント① 

学校防災教育指導の手引P80 
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避難所運営ラーニング展開例のポイント② 

◎対応に正解は
なく、避難所の状
況を想像し、話し
合いながら、より
よいアイディアを
生み出していくこ
とが大切であるこ
とを伝える。 
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心のケアを受けるとは？ 

学校防災教育指導の手引 P２ 
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【避難所運営ラーニング】の進め方 

＜進め方＞ 
①趣旨の説明と話し合いの決まりごとについて説明する。 
 
②地震が発生し、体育館で避難所を運営しなければならなく 
 なったことを把握させる。  
 
③体育館の配置図を作成する。 
 
④避難者カード、ライフカードを 
 使用し、カードに示されている 
 情報について、話し合いの視点に沿って避難者等を配置す 
 る。 
⑤必ずやったことを振り返り、感想を述べる。 
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【避難所運営ラーニング】場面設定及び準備物 

＜準備物＞ 
広用紙（体育館に見立てる）、マスキンテープ又は
鉛筆（通路の表示用）、付箋紙（必要なスペース）、
避難者・ライフカード 

 大災害が発生しました。たくさんの人が学校の体育
館に避難し始めています。部活動で登校していた皆さ
んは、避難してきた人を体育館に案内する必要があり
ます。避難してきた人をよりよい場所に案内するため
に、どうしたらいいか班で話し合ってください。 

＜約束事＞ 
・友達の意見を否定しないこと。 
・考えの違いを認めること。 
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○「出入口」「受付」をつくる（付箋紙で） 

 

○ 通路をつくる（マスキングテープ又は 

 鉛筆で） 

 

○ 必要なスペースがあれば設定する 

 （付箋紙で） 

 

【避難所運営ラーニング】で必ず行うこと 
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【避難所運営ラーニング】体育館の配置図を作る 

出
入
口 

受 付 
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【避難所運営ラーニング】 
避難者・ライフカードを使っての運営活動 

避難者カード 
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【避難所運営ラーニング】 
避難者・ライフカードを使っての運営活動 

避難者カード ライフカード 
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心のケア 
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平成30年度防災教育研修会 

熊本県教育庁教育指導局 

体育保健課 

演習２ 学校防災教育指導の手引 

    の学校安全計画への位置  

    付けについて 

30 



学校保健安全法第２７条（学校安全計画の策定等） 

 学校においては、児童生徒等の安全の確保を図る
ため、当該学校の施設及び設備の安全点検、児童
生徒等に対する通学を含めた学校生活その他の日
常生活における安全に関する指導、職員の研修そ
の他学校における安全に関する事項について計画
を策定し、これを実施しなければならない。 

学校安全計画を作成しなければならないのか？ 
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 本計画は，学校保健安全法に基づき，学
校安全の推進に関する施策の方向性と具
体的な方策を示すもので，第1次計画期間
（平成24～28年度）が終了することから，中
央教育審議会の審議を踏まえて，新たな5

年間の計画として策定されたものです。 

 平成29年3月31日付けで、文部科学省初等中等教
育局長より、第2次学校安全の推進に関する計画につ
いて（通知） 

 学校保健安全法に基づき「第2次学校安全の推進に
関する計画」が，平成29年3月24日に閣議決定 
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（１）学校安全に関する組織的取組の推進 

  全ての学校において、管理職のリーダーシップの下、学校安全の中核と
なる教職員を中心として、組織的な取組を的確に行えるような体制を構築
するとともに、全ての教職員が、各キャリアステージにおいて必要に応じた
学校安全に関する資質・能力を身に付ける。 

【施策目標】 
○ 全ての学校において、管理職のリーダーシップの下、学校安全の中核
となる教職員を中心とした組織的な学校安全体制を構築する。 

○ 全ての学校において、学校安全計画及び危機管理マニュアルを策定
する。 

○ 全ての学校において、自校の学校安全に係る取組を評価・検証し、学
校安全計画及び危機管理マニュアルの改善を行う。 

○ 全ての教職員が、各種機会を通じて、各キャリアステージにおいて、必
要に応じた学校安全に関する研修等を受ける。 

第2次学校安全の推進に関する計画における推進方策 
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学校安全の一領域としての「災害安全」（防災） 

防災教育の位置付け 

学校安全 

災害安全 

交通安全 

生活安全 

日常生活で起こる事件・事故災害 
防犯も含む 

地震、津波、火山活動、風水（雪）
害、火災、原子力災害 

様々な交通場面における危険と安全 
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活動① 学校安全計画の災害安全に関する事柄
をチェックする。 
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実際に三色に分けた例 

紫色：生活安全 青色：交通安全 オレンジ：災害安全  
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活動② チェックした学校安全計画の内容が学校防
災年間計画に反映されているのか確認する。 

学校安全計画 学校防災年間計画 

さらに、学級活動年間指導計画に反映 
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学校防災教育指導の手引の学校安全計画の位
置付けについて 

〇 系統的な実践になるように、小・中・高で取り扱う  

 内容ついての協議を行ってください。 

〇 取り扱う内容が決まりましたら、学校安全計画  

 のどこに位置付けたらよいか検討をしてください。 

〇 特別支援学校でも同様に、小・中・高で取り扱う  

 内容ついての協議を行ってください。 

41 

上記のことが、早く終わられましたら、実践的避難訓練に
ついて各学校の実践について情報交換を行ってください。 



情報の共有 

〇いくつかの班に発表をしていただき 

 ます。 

〇一班３分以内。 
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